
【仕様】 
Ａ４判 上製本 

布装丁 貼ケース入り 

360頁 DVD 付 

 
お求めの方は，市史編纂事務局へ直接お越しください。また，郵送をご希望の方は，電話，FAXまたはメール

にてお申し込みください。郵送料については，事務局へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２29 号 

平成 30 年４月１日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

特別価格 ４,０００円〈税込〉（平成 30年４月～12月） 

定価      ５,２００円 〈税込〉（平成 31年１月～） 

  

【本書の内容】 

第１章…かつて市内に存在していたものの，現在取り壊され残って

いない建物を紹介。小松城，小松製作所，小松大和など。 

第２章…工匠山上善右衛門が造営した那谷寺，小松天満宮を詳述し，

この他，浄土真宗寺院の建築とその特色について言及する。 

第３章…当市に残る町家建築，安宅町５軒，旧小松町 27軒を紹介。

多くは，絹織物，畳表などの商家を営み，特有の間取りを持つ。 

第４章…山間部と平野部の農家建築と念仏道場を掲載。農家は建築

規模が大きく，奥は田の字型間取りを持つのが特徴。 

第５章…近代洋風建築から小松高等学校記念館など５件，近代和風

建築から粟津演舞場・東酒造など５件紹介する。 

第６章…庭園･風景地･公園･緑地を取り上げた。庭園は主流を占める

茶庭を中心に，公園･緑地は現存，活用されているところを掲載。 

第７章…当市で産出される滝ケ原，観音下石は良質で，昭和の大火

以降，この石材を使って石蔵が建てられた。特徴のある石蔵を紹介。

第８章…寺社に奉納された社殿や諸堂の造営，修理に関する棟札を

登載した。建築部材に認められる墨書銘は貴重である。 

第９章…建築関係の文献史料として，前田大膳家文書(御殿起し図)，

渡部家文書(棟上式次第)，宮大工南部重造文書(寺社社規の図)，瀧本

家文書(由緒書)，小林家文書(土蔵資料)を翻刻，掲載した。 

ＤＶＤ…本文で紹介出来なかった町家建築，庭園・風景地・公園・

緑地，棟札，文献史料を，写真から建築の歴史を紹介する。 

 付録 DVD 

 冬の大雪が嘘のように，春の到来が早く，３月末頃から桜は開花し，入学式を待たずして満開となりました。

年度始め早々に，公立小松大学の開校式が行われました。この校歌は，皆さんよくご存じのなかにし礼さんが

作詞されましたが，開校式のご挨拶の中で，心に響くひと言がありました。「学ぶということは，知ること，

深めること」。考えて，更に磨きを掛けて，日頃の編纂事業の姿勢にも繋がることだと痛感しました。 

 いよいよ『新修 小松市史 資料編 15 建築』が販売開始です。当市の建築遺産をぜひご覧ください。 

 【目次】 

第１章 失われた建築 

第２章 寺社建築 

第３章 町家建築 

第４章 農家建築 

第５章 近代建築 

第６章 庭園・風景地・公園・緑地 

第７章 石蔵 

第８章 棟札 

第９章 文献史料 

ＤＶＤ ビジュアル小松の建築史 

小松市史購入方法 
 

『新修 小松市史 資料編 15 建築』 ４月 11 日 販売開始 

 産業』 4月 14 日 販売開始 



＜事務局 3月の活動状況＞ 

・３月 １日(木) 教育関係資料調査(文教会館) 

・３月 １日(木) 『通史編』打合せ 

・３月 ４日(日) 古文書講座(地方文書) 

・３月 ９日(金) 教育関係資料調査(木場小学校) 

・３月 27・28日 教育関係資料調査(市立高校) 

・３月 27日(火) 能美郡町村合併関係資料調査(県庁) 

 

 
＜4月のカレンダー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

会場：小松市公会堂 

古文書講座（第 81･82回 市史講座） 
         ｢町方文書を読む」 2 月 24 日 

｢地方文書を読む」 3 月  4 日 
講師：袖吉正樹金沢市玉川図書館担当館長補佐 

 
 

 

アンケート結果（3月 4日） 

・中世文書が学びたい。 

・文字だけでなくいろいろな史実の

話が楽しかった。 

・回数を増やし，継続してほしい。 

・初めての参加だったが，これから

も勉強して続けていきたい。 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

「町方文書を読む」（２月 24日） 

 富山の高岡付近にある放生津(ﾎｳｼﾞｮｳﾂﾞ)町で，町年寄をしていた柴屋

家の資料を取り上げた。方生津は行政上村となり，村御印も出ているが

町に準ずるということで在郷町と言われる。故に郡奉行の支配になり，

最高責任者は十村(ﾄﾑﾗ)，次に町年寄，その後算用聞，肝煎となる。｢算

用聞｣に任命された文書を始め，町の様子のわかる文書を紐解いた。 

 

「地方文書を読む」（３月４日） 

 瓜生村は，江戸期は羽咋郡，現在は津幡町に属し，宝達山が隣接する

山間の村で，炭焼き．畑作で生計を立てていた。村には瓜生川が流れ，

急な流れのためによく洪水を起こす地域で，その関係の江戸期の文書が

残っている。この中から，藩へ提出前の訂正を施した洪水関係の文書が

あり，そのまま訂正を残した文書は珍しく，今回取り上げてみた。 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

1     2     3     4     5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

 は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

＜事務局 4月の活動予定＞ 

・４月 11日(水) 市史完成報告会 

・４月 11日(水) 『資料編 15建築』販売開始 

・４月 12日(木) 町家聞取り調査(大文字町) 

・４月 13日(金) 教育部会 

・４月 15日(日) 考古部会 

・４月 20日(金) 教育会誌他資料調査(文教会館) 

・４月 26日(木) 近現代部会 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

